
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 三室 中学校 ）     学校番号 ２１６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
○自ら学ぶ生徒の育成 ○心豊かな生徒の育成 ○健康でたくましい生徒の育成 
教職員が生徒一人ひとりに寄り添い、生徒どうしが互いに磨き合える、明るく活気のある学校を保護者や地域の方と 
いっしょにつくる 

     
 

 

          

重 点 目 標 

１ 生徒一人ひとりの可能性を伸ばす「個別最適な学び」の充実 

２ 生徒と教職員との豊かな人間関係に支えられた生徒指導・教育相談の充実と安全な学習環境の整備 

３ 学校運営協議会を核とした持続可能なスクール・コミュニティの構築 

４ 協力して明るく活気のある学校づくりを目指す力のある教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○学校評価における「授業に集中し、自ら進んで

学習に取り組んでいる」に係る肯定的な回答の

割合が９割を超えている。 

○学校評価における「分かった、できたという学

習への満足感」に係る肯定的な回答の割合が９

割に届いている。 

＜課題＞ 

○全国学力・学習状況調査において、国語・数

学・英語ともに「思考・判断・表現」について

課題がみられる。特に数学の記述式問題に対し

て無回答率が高いことが、課題である。 

○学校評価における「宿題や復習等の取組」に係

る質問に対する生徒の肯定的な回答が７割に満

たない状況にとどまっている。 

・生徒一人ひと

りの可能性を

伸ばす「個別

最適な学び」

の充実 

①全ての生徒にとって分かりやすいユニ

バーサルデザインの視点を取り入れ

て授業づくりを推進する。  

 →さくら草特別支援学校と連携して講

師を招聘し、教師一人ひとりの授

業改善を図る。 

②「三室中 GIGA スクール」を一層推進

し、個別最適化された学習指導の充

実を図る。  

 →研究推進委員会及びエバンジェリス

トを中心にとした検討・改善 

 →ＩＣＴを活用した自分の考えを自分

の言葉で伝える活動の充実 

・学校評価「学習への満足感」に係る質

問に対する肯定的な回答の割合が以

前学校運営協議会で御指摘いただい

た数字である９０％を超えることが

できたか。 

・全国学テ及び市学習状況調査の「ＩＣ

Ｔの活用」に係る質問に対する肯定

的な回答の割合が前年より増加する

ことができたか。 

・学校評価「学習への満足感」（生徒）に係

る質問に対する肯定的な回答の割合は８

７．７％であり、目標値を下回った。 

・全国学力学習状況調査の「ICT の活用」に係

る質問に対する肯定的な回答の割合が前年

７３％から８２．０％へと向上し目標値を

大きく上回った。 

・指導主事を招聘し、「スクールダッシュボ

ードの利活用」について研修し、ICT の一

層の推進を図った。 

・指導主事を招聘し、「学力向上カウンセリ

ング研修」を実施し、本校生徒の実態につ

いて研修を深めた。 
 

Ｂ 

・学びの個別最適化について研究を深

め、誰一人取り残されない学びの場

を提供する。 

・ユニバーサルデザインの視点を取り

入れた授業づくりの具体的な取組と

して、学習活動表示カードとタイマ

ーを全クラスに設置し、生徒が現在

の学習活動を自覚し、授業により集

中して取り組めるようにする。 

・研究推進委員会とは別に新たに学校

DX 推進部を設置し、ICT 機器を適切

に管理するとともに、ICT を活用し

た学び方改革を一層推進していく。 

 

・ユニバーサルデザインの視点

を取り入れた授業づくりの一

環として、授業の中で今、何

をすべき時間なのかというこ

とをはっきりと自覚させるた

めに「学習活動表示カード」

を利用したり、協働的な学習

を活発化させるために「デジ

タルタイマー」を活用したり

する取組はいい方法だと感じ

た。 

・ICT 活用率と学力には相関が

あるのか知りたいものだ。デ

ンマークの政府は ICT の過度

な活用が学力にマイナスの影

響を与えたと結論付けている

ようだが、その辺り注視しな

がら進めてほしい。 

・学習不安の解

消に向けた望

ましい家庭学

習習慣の定着 

①定期テストを活用した勉強の仕方につ

いての指導の充実 

②チャレンジスクールを活用した個別最

適化された学習環境の充実。 

・学校評価「宿題や復習等の取組」に係

る質問に対する肯定的な回答の割合

が前年より増加することができた

か。 

・学校評価「宿題や復習の取組」に係る質問

に対する肯定的な回答の割合が前年６６．

４％から７０．１％に向上し、目標値を大

きく上回った。 

Ａ 

・望ましい家庭学習習慣の定着のため

デジタルコンテンツの学習利用を促

進する。 
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＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査及び市の学習状況調査

において、「学校に行くのが楽しい」と回答す

る生徒の割合が極めて高い。 

○学校評価における「生徒の悩みにしっかりと聞

いてくれている」に係る質問に対する肯定的な

回答の割合が極めて高い。 

＜課題＞ 

○感染症による行動制限がなくなり、行動範囲も

広くになるにつれ、対外的なトラブルやＳＮＳ

によるトラブルが増えている。 

〇校務のＩＣＴ化が進んでいる反面、紙の消費量

が減っていない。 

 

・生徒と教職員

との豊かな人

間関係に支え

られた生徒指

導・教育相談

の充実 

①Ｓｏｌａルームを活用した個別最適化

された学習環境の整備及び関係機関

との連携 

②「三室中いじめ防止基本方針」に基づ

くいじめ防止対策の推進 

③校則見直しプロジェクトを通じたエイ

ジェンシーの育成 

・学校評価「落ち着いていてよい雰囲

気」に係る質問に対する肯定的な回答

の割合が増加することができたか。 

・不登校生徒数を減少させることができ

たか。 

・校則を一つ以上改定することができた

か 

・学校評価「落ち着いていてよい雰囲気」に

係る質問に対する肯定的な回答の割合が前

年８２．９％から７８．２％となり目標値

を下回った。 

・不登校生徒数は昨年とほぼ同数であるが、

相談室や関係機関に繋ぐことができた生徒

数は２０％増えた。 

・生徒が主体となり校則を２点変更した。 

Ｂ 

・全体的に生徒は落ち着いているが、

授業や休み時間での心無い発言や放

課後の過ごし方等に一部課題がみら

れる。また自己肯定感の低さも課題

である。全ての教員が個に応じた適

切な指導ができるよう生徒指導力を

高める研修を随時行っていく。 
 

・生徒の自己肯定感を上げるの

は容易なことではない。家庭

教育や国の在り方が大きく関

係している。学校としては自

己有用感を上げていく取組や

声掛けが大切である。 

・お便りのデジタル化は保護者

の立場からも賛成。学級だよ

りは担任の先生の思いもある

だろうから紙のままでよい

が、学年便りもスクリレで構

わない。スクリレの既読率を

上げることが大切。 

・校務のＩＣＴ

化による紙の

消費量の縮減 

①用紙代を学年会計に計上をしていた慣

例を廃止し公会計化する。 

②スクリレを活用し、保護者へのお手紙

の一部を電子化する。 

③職員内文書については、積極的に裏紙

を活用する。 

・校務のＩＣＴ化により紙の購入額を前

年比５％以上減らすことができたか。 

 

・校務のＩＣＴ化により紙の購入額前年

1192883 円→1165453 円（2.3％減）ただし

紙の単価が大幅に増額したため、購入箱数 

 で計算すると 651箱→425 箱（34.8％減）で 

 あり、目標を達成したといえる。 

Ａ 

・スクリレを活用し、学校だより、保

健だより、図書だより、給食だよ

り、相談室だより等のデジタル化を

進め、（地域回覧板は紙で継続）紙

の削減を一層推進する。 
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＜現状＞ 

○昨年度、生徒の地域貢献ボランティアへの参加

機会を大幅に増やし、学校評価「教育活動を保

護者や地域に積極的に公開している」（保護

者）「家庭や地域社会と連携し合っている」

（生徒）といった質問に対する肯定的な回答の

割合が増えている。 

＜課題＞ 

〇市学習状況調査における「地域や社会を良くす

るために何かしてみたい」に対する肯定的な回

答の割合は、86.1％に対して「今住んでいる地

域の行事に参加している」に対する肯定的な回

答の割合は 61.3％であり、差がみられる。 

・学校 HPやアプ

リを活用した

積極的な情報

発信 

①地域に開かれた学校づくりの推進 

→学校だより、学校ＨＰ、安心メール、

スクリレによる積極的な情報発信 

→学校公開日の日数増 

・学校評価における「家庭・地域連携」

に係る質問に対する肯定的な回答の割

合が前年より増加することができた

か。 

・学校評価「教育活動を保護者や地域に積極

的に公開している」に係る質問に対する肯

定的な回答の割合が前年９３．３％から９

６．２％に向上し目標値を上回った。 
Ａ 

・スクリレの既読率を上げる取組を工

夫して積極的な情報発信に努める。 

・授業参観と学級懇談会をセットで提

供し、さらに年２回の学校公開を設

定して一層の情報公開に努める。 

 

・学校評価「家庭や地域社会と

の協力」が昨年より少し下が

っているのは、PTA 組織の大

幅な縮減の影響だと考えられ

る。PTA と管理職の協力はよ

く図られているが、昔のよう

に PTA 保護者と一般の教員と

の交流の場があると、PTA 離

れも抑制することができるの

ではないか。コロナを機にそ

ういった場がなくなってしま

った。 

・持続可能なス

クール・コミ

ュニティの構

築と生徒の地

域貢献活動の

一層の推進   

①学校運営協議会を中心としたスクール

コミュニティの形成 

 →竜神祭、避難所設置訓練、ふれあい

祭り等の地域行事への参画 

②学校ファームを中心とした地域人材の

活用 

 →地域の農家を指導者とした学校ファ

ームの運営及び物販活動 

・全国学テ、市学習状況調査における

「地域の行事に参加している」に係る

質問項目の肯定的な回答の割合が前年

より増加することができたか。 

・全国学テ、市学習状況調査における「地域

の行事に参加している」に係る質問項目が

本年度なくなった。 

・学校評価「家庭や地域社会と協力し合てい

るか」に係る質問項目に対する肯定的な回

答の割合は、前年９３．７％から９０．

９％に減少した。 

Ｂ 

・地域と連携したこれまでの良き活動

を継続していくとともに、新しい依

頼があれば積極的に受け入れる。同

じ生徒ばかりが何度も参加するので

はなく、より多くの生徒が広く参加

できるよう、ボランティア参加の周

知方法を工夫する。 
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＜現状＞ 

○ＩＣＴの優位性を生かした業務改善が進み、

Teams をはじめとする各種ツールを用いた情報

の共有化、作業の効率化が進んでいる。 

○昨年度、授業の余剰時間を計算して３月の２週

から午後の授業をカットし、学年末の事務処理

時間を確保することができた。 

○計画的年休の取得率の向上、時間外勤務時間の

縮減について一定の成果が表れている。 

＜課題＞ 

○業務量の平準化 

○業務に対する上司や同僚からのサポート体制の 

 確立及び学年の枠を超えた同僚性 

・風通しがよく

互いに助け合

える職場づく

り及びキャリ

アに応じた教

職員研修受講

の推進 

 

 

 

 

①各主任をリーダーとする業務の進捗管

理・支援体制の充実 

②余剰時間を確認し年度末の事務処理従

事時間を十分に確保 

③「三室中危機管理チェックシート」を

活用した迅速・誠実・アフターケアを

体現する危機事案管理 

④キャリアステージに応じた教職員研修

の受講を推奨 

 →当初面談による研修受講奨励及びプ

ラットフォームによる研修履歴の活

用 

・授業の進捗状況と余剰時間を計画的に

管理し、年度末に十分な事務処理従事

時間を確保することができたか。 

・危機事案に対し、迅速・誠実・アフタ

ーケアを適確に行うことができたか。 

・職員のストレスチェック集団分析得点

の向上を図ることができたか。 

・職員が各自のキャリアに応じた自主研

修に取り組むことができたか。 

・年度末に十分な事務処理従事時間を確保す

ることができた。 

・危機事案に対し、迅速・誠実・アフターケ

アを適確に行うことができた。 

・職員のストレスチェック集団分析得点で

は、「上司からのサポート」の項目が大幅

に向上した。 

・特別支援教育の認定講習等に積極的に挑戦

する教員が数多くいた。また、外部機関を 

 活用し、自主研修に臨む教員が増えた。 

Ａ 

・カリキュラムマネジメントを推進す

るとともに、個別最適な学びの実現

のために教科会や分掌で確認し合う

機会を意図的に設定し、職員間での

高め合いにより若手の指導力育成を

図る。 

・教師一人ひとりの適性を伸ばしたり

校務分掌を遂行したり、今日的な教

育課題に対応するために必要な知識

を身に付けることは今後益々重要に

なってくる。市内外の様々な研修に

ついて受講奨励を行っていく。 
 

 

・夜遅い時間に職員室の電気が

まだ付いていることがあり、

頭が下がるとともに、働き方

改革がもっと必要なのではな

いかと感じている。 

 

 


